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Ｏ
Ｖ
Ｉ
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発
生

後
、
我
々
保

険
医
は
医
療

従
事
者
へ
の
感
染
や
院
内
感
染

防
止
を
心
掛
け
診
療
し
、
不
運

に
も
感
染
し
た
時
の
重
症
化
予

防
の
た
め
に
も
、
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
保
有
者
の
健
康
管
理
に

努
力
し
て
い
る
。
国
は
、
感
染

機
会
減
少
を
目
的
に
遠
隔
診
療

や
長
期
処
方
を
要
請
。
感
染
へ

の
不
安
か
ら
、
患
者
側
だ
け
で

な
く
、
医
療
機
関
か
ら
も
患
者

に
要
請
し
て
い
る
▼
し
か
し
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。
保
険
診
療

に
さ
ま
ざ
ま
な
算
定
基
準
が
あ

る
の
は
、
医
師
の
五
感
を
用
い

た
対
面
診
療
と
、
対
面
で
患
者

の
様
子
を
伺
い
な
が
ら
の
説
明

と
納
得
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る

▼
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

-
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終
息
ま
で

1
年
以
上
か
か
る
と
い
う
。
感

染
は
恐
怖
で
あ
る
が
、
不
十
分

な
診
療
で
基
礎
疾
患
を
悪
化
さ

せ
感
染
時
の
重
症
化
の
基
礎
を

作
っ
て
は
な
ら
な
い
。
院
内
感

染
を
防
ぎ
安
心
し
て
診
療
す
る

た
め
に
も
、
医
療
機
関
外
で
の

必
要
に
応
じ
た
コ
ロ
ナ
感
染
の

鑑
別
検
査
や
、
疑
い
患
者
の
診

療
が
で
き
る
体
制
を
早
急
に
作

る
べ
き
だ
▼
初
感
染
者
は
1
月

16
日
に
日
本
、
20
日
に
韓
国
、

21
日
に
台
湾
で
確
認
さ
れ
た
。

国
は
「
国
民
性
」
を
信
じ
す
ぎ

た
。
緊
急
事
態
宣
言
後
、
か

え
っ
て
人
出
が
増
え
た
商
業
・

娯
楽
施
設
や
行
楽
地
が
あ
る
。

政
治
家
も
官
僚
も
自
分
と
同
じ

日
本
人
の
行
動
を
想
像
で
き
な

か
っ
た
の
か
？
▼
今
の
政
治

家
・
官
僚
で
は
日
本
の
中
央
集

権
制
度
は
維
持
で
き
な
く
な
っ

た
。
一
部
自
治
体
首
長
の
対
応

を
見
て
い
る
と
、
財
政
移
転
を

伴
っ
た
地
方
自
治
を
拡
大
す
る

時
期
に
来
て
い
る
。 

（
恭
仁
）

　
協
会
は
京
都
府
歯
科
保
険
医

協
会
と
連
名
で
「
医
療
機
関
へ

の
マ
ス
ク
等
供
給
に
関
す
る
緊

急
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。
京

都
府
歯
科
保
険
医
協
会
の
福
田

事
務
局
長
と
と
も
に
要
請
。
府

側
は
京
都
府
健
康
福
祉
部
健
康

福
祉
総
務
課
参
事
の
福
井
敏
行

氏
、
同
課
長
補
佐
兼
係
長
の
犬

石
剛
史
氏
が
対
応
し
た
。

　
要
望
書
は
、
①
特
定
の
団
体

に
の
み
依
拠
し
た
供
給
方
法
だ

け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
医
療

機
関
に
行
き
渡
る
よ
う
に
、
奈

良
県
と
同
様
な
受
付
窓
口
を
設

置
す
る
こ
と
②
受
付
窓
口
の
設

置
が
困
難
な
場
合
、
兵
庫
県
と

同
様
に
、
協
会
に
非
会
員
へ
の

配
布
を
要
請
し
、
マ
ス
ク
を
供

給
す
る
こ
と
―
を
求
め
た
。

　
府
側
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
ま
ず
は
感
染
症
指
定
医
療

機
関
や
帰
国
者
・
接
触
者
外
来

な
ど
に
優
先
的
に
資
材
配
布
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
加
入

団
体
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
医

療
資
材
を
行
き
渡
ら
せ
る
た
め

に
、
府
医
師
会
、
府
歯
科
医
師

会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
も
広
く
行
き
渡
る
よ

う
対
応
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

方
法
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。

　
事
実
上
、
府
医
師
会
、
府
歯

科
医
師
会
の
会
員
に
し
か
マ
ス

ク
が
行
き
渡
っ
て
い
な
い
実
状

は
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
は
共

有
さ
れ
た
も
の
と
い
え
、
今
後

の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。
協
会

は
府
の
要
請
が
あ
れ
ば
非
会
員

へ
の
マ
ス
ク
配
布
に
協
力
す
る

準
備
が
あ
る
と
伝
え
た
。

　
協
会
の
府
へ
の
マ
ス
ク
供
給

を
求
め
る
要
請
は
、
3
月
18
日

に
続
い
て
3
回
目
と
な
る
。

公
平
な
マ
ス
ク
配
布
は
行
政
の
課
題

歯
科
協
会
と
連
名
で
府
に
要
請

　
4
月
22
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
診
療

報
酬
上
の
臨
時
的
な
取
扱
い

（
そ
の
13
）」
が
発
出
さ
れ
、
従

前
か
ら
精
神
科
の
担
当
医
が
通

院
・
在
宅
精
神
療
法
を
算
定
し

て
い
た
患
者
に
対
し
て
、
電
話

や
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診

療
を
行
っ
た
場
合
、
通
院
・
在

宅
精
神
療
法
で
は
な
く
Ｂ
0
0

0
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の

「
2
、
許
可
病
床
数
が
1
0
0

床
未
満
の
病
院
の
場
合
」
1
4

7
点
を
月
1
回
限
り
算
定
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
通
院
・
在
宅
精
神
療
法
は

「
一
定
の
治
療
計
画
の
も
と
に

危
機
介
入
、
対
人
関
係
の
改

善
、
社
会
適
応
能
力
の
向
上
を

図
る
た
め
の
指
示
、
助
言
等
の

働
き
か
け
を
継
続
的
に
行
う
治

療
方
法
」で
あ
り
、週
1
回
（
退

院
後
4
週
間
以
内
は
週
2
回
）

は
算
定
で
き
る
点
数
で
あ
る
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
と
保
団

連
は
、
急
性
増
悪
時
は
週
2
回

以
上
の
治
療
が
必
要
な
場
合

や
、
電
話
に
よ
る
緊
急
の
治
療

が
必
要
な
場
合
が
あ
る
た
め
、

従
来
か
ら
算
定
制
限
の
緩
和
を

求
め
て
お
り
、
4
月
22
日
の
事

務
連
絡
に
よ
る
取
扱
い
で
は
全

く
不
十
分
だ
と
考
え
て
い
る
。

小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
料
と
合
わ
せ
、
引
き
続
き
改

善
を
求
め
て
い
き
た
い
。

電話等による精神療法等の算定認めよ
従来の算定制限緩和求め要請

　
協
会
も
参
加
す
る
「
子
ど
も

医
療
京
都
ネ
ッ
ト
」
は
、
京
都

市
に
「
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

を
早
急
に
求
め
る
要
請
書
」
を

4
月
14
日
付
で
提
出
し
た
。

　
府
内
で
は
京
都
市
だ
け
が
通

院
2
0
0
円
の
対
象
が
2
歳
ま

で
（
3
歳
以
上
は
月
1
5
0
0

円
）
と
い
う
遅
れ
た
水
準
の
ま

ま
と
な
っ
て
い
る
。
2
月
の
京

都
市
長
選
の
お
り
に
は
、
市
民

の
願
い
を
反
映
し
て
争
点
の
一

つ
と
し
て
立
候
補
者
3
人
の
う

ち
2
人
が
中
学
卒
業
ま
で
の
無

料
化
を
訴
え
、
現
職
候
補
の
門

川
氏
も
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
」
す
る

と
し
て
「
助
成
を
さ
ら
に
拡

充
」
と
発
言
し
て
い
た
。
要
請

は
、「
子
育
て
環
境
日
本
一
」

を
謳
う
京
都
市
と
し
て
、
一
刻

も
早
く
府
内
最
低
レ
ベ
ル
を
脱

す
る
よ
う
、
独
自
の
上
乗
せ
に

よ
り
所
得
制
限
な
し
で
義
務
教

育
ま
で
の
医
療
費
を
通
院
も
無

料
に
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め

た
。

　
な
お
、
提
出
に
あ
た
っ
て
当

局
と
懇
談
予
定
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
要
請
書
の
送
付

の
み
と
し
た
。

　
協
会
は
4
月
23
日
、「
小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

料
、
通
院
・
在
宅
精
神
療
法
、
精
神
科
継
続
外
来
支
援
・
指

導
料
に
つ
い
て
電
話
や
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
場
合
で

あ
っ
て
も
算
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
要
請

書
」
を
厚
労
大
臣
、
厚
労
副
大
臣
、
衆
参
厚
労
委
員
会
委

員
、
中
医
協
会
長
と
全
委
員
に
送
付
し
改
善
を
要
請
し
た
。

京都市は早急に制度拡充を
子ども医療京都ネットが要請

京都府保険医協会
「グリーンペーパー」
ファクス版を発信中
　厚労省発出の新型コロナウ
イルス感染症に係る診療報酬
上の臨時的な取扱いは、随時
ファクスでご案内しています。
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協
会
は
、
医
療

従
事
者
を
含
め
医

療
の
需
給
に
関
わ

る
全
国
民
の
幸
せ

向
上
に
資
す
る
診

療
実
施
の
あ
り
方

を
求
め
て
い
る
。
医
師
法
第
19

条
第
1
項
は
、「
診
療
に
従
事

す
る
医
師
は
、
診
察
治
療
の
求

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
正
当
な

事
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
ん

で
は
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
国

民
の
医
療
へ
の
接
近
を
容
易
と

な
し
、
生
命
・
身
体
（
健
康
）

な
ど
国
民
の
権
利
の
充
実
・
向

上
へ
と
大
い
に
貢
献
し
た
。
し

か
し
、
同
法
は
、
1
9
4
8
年

に
制
定
さ
れ
、
以
後
医
療
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
、
す
な
わ

ち
、
医
療
技
術
の
向
上
、
診
療

の
求
め
の
増
加
、
適
用
す
べ
き

医
療
提
供
体
制
の
変
化
な
ど
か

ら
、
医
師
・
医
療
従
事
者
に
も

疲
弊
が
生
じ
た
な
ど
働
き
方
改

革
へ
の
調
整
を
も
必
要
と
し
て

お
り
、
医
療
従
事
者
へ
も
こ
の

権
利
実
現
の
必
要
を
主
張
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
最
近
の
提
訴
事
例

の
紹
介
と
厚
労
省
通
知
の
要
点

を
述
べ
る
。

　
Ｘ
は
、
中
国
で
腎
臓
移
植
術

を
受
け
、
2
0
1
5
年
2
月
帰

国
し
、
今
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
Ａ
医
師
に
紹
介
さ
れ
Ｙ
医

科
大
学
の
附
属
病
院
腎
移
植
外

来
担
当
Ｂ
医
師

を
受
診
し
た
。

し
か
し
、
Ｘ
は

診
療
拒
否
を
受

け
た
と
し
て
Ｂ

医
師
の
不
法
行

為
（
Ｙ
の
使
用

者
責
任
）・
Ｙ
の
債
務
不
履
行

責
任
を
理
由
に
損
害
賠
償
2
7

1
万
余
円
を
Ｙ
に
求
め
提
訴
し

た
。
静
岡
地
裁
お
よ
び
東
京
高

裁
（
判
決
19
年
5
月
16
日
）
は

請
求
棄
却
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
1
）Ｘ
は
初
診
時
、
生
命
・
身

体
に
差
し
迫
っ
た
危
険
の
な
い

状
態
で
、
紹
介
先
病
院
の
Ａ
に

内
服
薬
の
増
量
の
必
要
性
が
返

答
さ
れ
、
同
月
3
日
判
明
し
た

サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
値
も

連
絡
さ
れ
た
。（
2
）腎
移
植
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
、
在
住

県
に
お
い
て
も
他
医
療
機
関
に

通
院
・
受
療
が
可
能
で
あ
っ

た
。（
3
）国
際
移
植
学
会
は
08

医
療
労
働
者
含
め
国
民
の
幸
福
向
上
を

改
定
こ
う
み
る（
外
科
・
整
形
外
科
）

 

（
2
面
）

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
山
科
）

 

（
2
面
）

政
策
解
説
・
外
来
機
能
分
化
の
方
向
性 

（
3
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

Ｙ
大
学
は
、
そ
の
旨
を
遵
守

し
、
疑
わ
し
い
患
者
の
診
療
は

控
え
る
と
し
た
が
、
そ
の
目
的

に
は
正
当
性
が
あ
り
、
法
第
19

条
第
1
項
の
趣

旨
か
ら
も
、
応

召
義
務
に
関
す

る
社
会
通
念
上

か
ら
も
是
認
で

き
不
法
行
為
を

構
成
せ
ず
、
患

者
の
意
思
に
反
す
る
診
療
契
約

の
解
除
も
、「
や
む
を
得
な
い

事
由
」
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ

債
務
不
履
行
責
任
は
不
成
立
と

し
て
、
請
求
棄
却
さ
れ
た
。

　
19
年
6
月
27
日
公
開
の
研
究

報
告
書
「
医
療
を
取
り
巻
く
状

況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
た
医
師

法
の
応
召
義
務
の
解
釈
に
関
す

る
研
究
に
つ
い
て
」
を
参
照
し

て
同
年
12
月
25
日
「
応
召
義
務

を
は
じ
め
と
し
て
診
察
治
療
の

求
め
に
対
す
る
適
切
な
対
応
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
」（
医
政

発
1
2
2
5
第
4
号
）
が
厚
労

省
か
ら
通
知
さ
れ
た
。

　
応
召
義
務
は
、（
1
）法
第
19

条
第
1
項
は
医
師
等
が
国
に
対

し
て
負
う
公
法
上
の
義
務
で
私

法
上
の
も
の
で
は
な
い
。（
2
）

労
働
協
定
・
労
働
契
約
上
で
、

勤
務
医
が
機
関
の
使
用
者
か
ら

そ
れ
ら
の
範
囲
を
超
え
た
診
療

指
示
等
を
受
け
労
務
提
供
を
拒

否
し
て
も
法
第
19
条
1
項
に
規

定
の
診
療
拒
否
で
は
な
い
。

（
3
）診
療
の
求
め
に
応
じ
な
い

こ
と
の
正
当
化
の
判
断
に
最
も

重
要
な
考
慮
要
素
は
患
者
へ
の

緊
急
対
応
が
必
要
で
あ
る
か
否

か
（
病
状
の
深
刻
度
）
で
あ

る
、
と
さ
れ
た
。

　
詳
細
は
、
報
告
書
・
通
知
を

入
手
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
他
の

裁
判
事
例
等
は
、
本
紙
第
2
9

7
3
〜
2
9
9
2
号
に
連
載
。

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

年
5
月
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣

言
で
、
渡
航
移
植
へ
の
条
件
付

制
限
と
臓
器
取
引
と
移
植
ツ
ー

リ
ズ
ム
禁
止
を
し
た
。
同
会
員

Ｂ
医
師
お
よ
び
公
共
性
の
高
い



　
協
会
は
山
科
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
2
月
20
日
に
山
科
医
師

会
館
で
開
催
。
地
区
か
ら
5

人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席
し

た
。
山
科
医
師
会
の
安
井
仁
副

会
長
の
司
会
で
開
会
、
戎
井
浩

二
会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
各
地
自
粛
ム
ー

ド
が
蔓
延
し
て
お
り
、
今
後
の

動
向
が
非
常
に
不
安
。

　
京
都
市
の
介
護
認
定
給
付
業

務
の
委
託
に
関
し
て
は
、
大
き

な
問
題
で
は
あ
る
が
広
く
知
ら

れ
て
い
な
い
。
民
間
委
託
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
不
都
合

が
生
じ
た
場
合
に
誰
が
責
任
を

取
る
の
か
。
我
々
も
勉
強
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
2
0
1
8
年
4
月
に
す
べ
て

の
市
町
村
に
実
施
が
義
務
付
け

ら
れ
た
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し

て
、
地
区
か
ら
は
「
今
年
の
1

月
か
ら
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
た
が
、
今
後
ど
う
や
っ
て
運

営
し
て
い
け
ば
良
い
か
悩
ん
で

い
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
従
業

員
と
の
雇
用
関
係
も
生
じ
て
お

り
、
給
与
水
準
の
設
定
も
非
常

に
難
し
い
。

　
他
地
区
で
の
運
営
上
の
問
題

点
な
ど
が
あ
れ
ば
今
後
の
運
営

の
参
考
に
し
た
い
の
で
教
え
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
状
況
を
報
告
し
、
他

地
区
で
の
運
営
上
の
問
題
点
と

し
て
「
京
都
市
内
の
あ
る
地
区

で
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

複
数
の
地
区
医
師
会
で
運
営
し

て
い
る
。
規
模
が
大
き
く
な
れ

ば
、
会
議
等
の
運
営
費
が
膨
ら

み
赤
字
財
政
に
な
り
か
ね
な

い
。
そ
の
他
に
も
、
地
区
医
師

会
未
入
会
の
在
宅
医
療
専
門
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
の
関
係
を
ど
う
作

る
の
か
が
課
題
な
ど
の
報
告
を

受
け
て
い
る
」
と
紹
介
し
た
。

加
え
て
「
多
職
種
連
携
で
や
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

在
宅
医
療
の
担
い
手
の
問
題
も

あ
り
、
地
区
医
師
会
未
入
会
の

医
師
も
巻
き
込
ん
で
運
営
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
た
。

　
医
師
偏
在
対
策
に
関
し
て
地

区
か
ら
「
医
療
資
源
や
標
榜
科

目
ご
と
の
偏
在
が
あ

る
。
山
科
駅
周
辺
に
消

化
器
内
科
は
多
い
。
心

療
内
科
は
1
軒
し
か
な

い
が
、
四
条
烏
丸
近
辺

に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
の
状
況
を
ど
う
や
っ

て
是
正
す
る
の
か
。
公

的
な
財
源
で
や
る
べ
き

だ
」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
協

会
は
「
協
会
代
議
員
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
標
榜
科
目
の
偏
在
は

解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
国
の
方
針
に
は
納

得
で
き
な
い
と
の
回
答
を
得

た
。
地
方
で
開
業
し
て
も
経
営

が
成
り
立
た
な
い
よ
う
な
現
在

の
経
済
状
況
な
ど
、
本
質
的
な

部
分
を
改
善
し
な
け
れ
ば
偏
在

は
解
消
さ
れ
な
い
」
と
答
え

た
。 

　
京
都
市
の
介
護
認
定
給
付
業

務
の
民
間
委
託
化
に
対
し
地
区

か
ら
は
「
民
間
委
託
は
経
費
削

減
の
た
め
な
の
か
。
現
場
で
は

介
護
認
定
ま
で
に
1
カ
月
程
か

か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
2
〜

3
カ
月
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
不
安
に
感
じ
て
い
る
。
何
の

た
め
に
民
間
委
託
を
す
る
の
か

見
え
て
こ
な
い
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
協
会
は
「
こ
れ
ま

で
1
3
0
人
に
支
払
っ
て
い
た

人
件
費
と
同
額
程
で
委
託
し
て

お
り
、
経
費
削
減
に
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。
民
間
委
託

で
き
る
も
の
は
す
る
国
の
方
針

に
京
都
市
が
倣
っ
た
形
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
山
科
医
師
会
の
福
光

眞
二
理
事
は
「
各
地
区
で
の
事

情
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
分
か
る

が
、
共
通
し
た
問
題
も
あ
る
は

ず
だ
。
地
区
懇
談
会
の
意
義
の

一
つ
は
各
地
区
を
回
る
こ
と
で

京
都
府
全
体
の
向
か
う
べ
き
方

向
や
解
決
策
が
見
つ
か
る
こ
と

で
は
な
い
か
。『
困
っ
た
時
の

保
険
医
協
会
』
と
の
言
葉
通

り
、
保
険
医
協
会
の
存
在
は
頼

り
に
な
る
。
益
々
の
発
展
を
祈

念
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

閉
会
し
た
。

　
外
保
連
は
、
計
83
学
会
か
ら

挙
が
っ
た
要
望
を
取
り
ま
と

め
、
新
設
1
6
4
項
目
（
手
術

81
項
目
）、
改
正
2
0
8
項
目

（
手
術
1
2
9
項
目
）、
材
料
34

項
目
を
19
年
夏
、
厚
生
労
働
省

に
申
請
し
て
い
る
。
10
月
31
日

の
中
医
協
の
診
療
報
酬
調
査
専

門
組
織
・
医
療
技
術
評
価
分
科

会
で
は
、
新
規
1
4
0
項
目

（
手
術
77
項
目
）、
改
定
1
8
4

項
目
（
1
2
7
項
目
）
等
を
評

価
対
象
技
術
と
し
て
い
た
。 

　
Ｋ
5
0
2-

5
胸
腔
鏡
下
拡

大
胸
腺
摘
出
術
、
Ｋ
5
1
4-

2
胸
腔
鏡
下
肺
悪
性
腫
瘍
手
術

（
区
域
切
除
）、
Ｋ
5
2
9-

3

縦
隔
鏡
下
食
道
悪
性
腫
瘍
手

　
前
回
改
定
で
新
設
さ
れ
た
小

児
運
動
器
疾
患
指
導
管
理
料

（
Ｂ
0
0
1 -

28
）
2
5
0
点

は
、
適
用
年
齢
が
6
歳
未
満
か

ら
12
歳
未
満
に
上
げ
ら
れ
た
。

継
続
的
に
専
門
的
管
理
を
要
す

る
運
動
器
疾
患
を
有
す
る
入
院

外
の
患
者
、
す
な
わ
ち
先
天
性

股
関
節
脱
臼
等
の
有
病
患
者
、

装
具
を
使
用
す
る
患
者
、
医
師

が
継
続
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
と
判
断
す
る
患

者
、
そ
の
他
、
手
術
適
応
の
評

価
等
、
成
長
に
応
じ
た
適
切
な

治
療
法
の
選
択
の
た
め
継
続
的

な
診
療
が
必
要
な
患
者
の
い
ず

術
、
Ｋ
7
0
2-

2
腹
腔
鏡
下

膵
体
尾
部
腫
瘍
切
除
術
、
Ｋ
7

0
3-
2
腹
腔
鏡
下
膵
頭
部
腫

瘍
切
除
術
、
Ｋ
7
7
8-

2
腹

腔
鏡
下
腎
盂
形
成
手
術
、
Ｋ
8

6
5-

2
腹
腔
鏡
下
仙
骨
膣
固

定
術
が
、
新
た
に
内
視
鏡
手
術

支
援
機
器
の
対
象
と
な
っ
た

（
要
届
出
）。

　
皮
膚
切
開
術
の
「
長
径
10
㎝

未
満
」
が
1
0
0
点
増
点
、
関

節
脱
臼
非
観
血
的
整
復
術
の

「
肩
、
股
、
膝
」
が
3
0
0
点

増
点
、「
胸
鎖
、
肘
、
手
、
足
」

が
2
6
0
点
増
点
、「
肩
鎖
、

指
（
手
、
足
）、
小
児
肘
内
障
」

が
1
6
0
点
増
点
、
爪
甲
除
去

術
が
1
3
0
点
増
点
で
引
き
上

げ
ら
れ
る
等
、
多
く
の
手
術
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
消
化
器
系
で
は
、
Ｋ
5
2
7

-

2
食
道
切
除
術
（
単
に
切
除

の
み
の
も
の
）（
4
6
1
0
0

点
）
が
新
設
、
Ｋ
6
5
3
内
視

鏡
的
胃
、
十
二
指
腸
ポ
リ
ー

プ
・
粘
膜
切
除
術
に
「
3
．
早

期
悪
性
腫
瘍
十
二
指
腸
粘
膜
下

層
剥
離
術
」（
2
1
3
7
0
点
）

が
追
加
、
Ｋ
6
8
7
内
視
鏡
的

乳
頭
切
開
術
に
「
3
．
胆
道
鏡

下
結
石
破
砕
術
を
伴
う
も
の
」

（
3
1
7
0
0
点
）
が
追
加
。

Ｋ
7
1
9
結
腸
切
除
術
に
人
工

肛
門
造
設
加
算
（
2
0
0
0

点
）、
Ｋ
7
1
9-

2
腹
腔
鏡

下
結
腸
切
除
術
に
人
工
肛
門
造

設
加
算
（
3
4
7
0
点
）、
Ｋ

7
2
2
小
腸
結
腸
内
視
鏡
的
止

血
術
に
バ
ル
ー
ン
内
視
鏡
加
算

（
3
5
0
0
点
）
が
新
設
さ
れ

た
。

　
Ｋ
7
3
5-

2
小
腸
・
結
腸

狭
窄
部
拡
張
術
（
内
視
鏡
に
よ

る
も
の
）
は
、
短
期
間
ま
た
は

同
一
入
院
期
間
中
に
お
い
て
2

回
限
り
算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。

　
同
一
手
術
野
等
の
手
術
（
通

則
14
）
に
お
い
て
、
複
数
手
術

の
特
例
（
主
た
る
手
術
に
対

し
、
従
た
る
手
術
の
1
0
0
分

の
50
を
加
算
で
き
る
手
術
）

に
、
47
通
り
の
組
み
合
わ
せ
が

追
加
さ
れ
た
。
詳
細
は
4
月
23

日
に
お
送
り
し
た
保
団
連
『
新

点
数
運
用
Ｑ
＆
Ａ
・
レ
セ
プ
ト

の
記
載
』
1
4
1
ペ
ー
ジ
か
ら

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
3

は
対
象
手
術
等
に
お
け
る
18
年

度
の
平
均
在
院
日
数
を
踏
ま
え

評
価
を
見
直
す
と
し
て
、
対
象

25
項
目
全
て
で
軒
並
み
点
数
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
。「
3
」
は

い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｒ
Ｇ
／
Ｐ
Ｐ
Ｓ
に

当
た
る
が
、
医
療
機
関
の
努

力
、
技
術
の
向
上
に
よ
り
在
院

日
数
が
短
縮
し
た
デ
ー
タ
を
根

拠
と
し
て
一
律
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
危
険
な
構
造
の
点
数
で
あ

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。 

れ
か
で
、
継
続
的
な
管
理
が
必

要
な
も
の
に
対
し
、
小
児
の
運

動
器
疾
患
に
関
す
る
適
切
な
研

修
を
修
了
し
た
医
師
が
、
治
療

計
画
に
基
づ
き
療
養
上
の
指
導

を
行
う
専
門
的
管
理
を
行
っ
た

場
合
に
、
初
回
算
定
月
か
ら
6

カ
月
以
内
は
月
1
回
、
そ
れ
以

降
は
6
カ
月
に
1
回
の
算
定
が

可
能
と
さ
れ
た
。
な
お
、
初
診

時
に
上
記
の
要
件
に
該
当
す
る

患
者
に
は
、
患
者
と
家
族
の
同

意
を
得
て
15
歳
に
な
る
ま
で
算

定
可
能
で
あ
る
。
従
前
は
届
出

不
要
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
改

定
か
ら
届
出
を
要
す
る
。

　
他
科
と
も
関
連
す
る
整
形
外

科
的
な
検
査
と
し
て
は
、
関
節

鏡
検
査
（
片
側
）（
Ｊ
0
0
3
）

が
40
点
増
点
し
た
（
新
生
児
・

乳
幼
児
も
増
点
）。
処
置
に
つ

い
て
は
、
入
院
中
に
行
っ
た
局

所
陰
圧
閉
鎖
処
置
（
Ｊ
0
0

3
）
の
初
回
時
に
持
続
洗
浄
加

算
5
0
0
点
が
つ
い
た
。
治
療

用
の
装
具
・
義
肢
な
ど
の
採

寸
・
採
型
ギ
プ
ス
等
に
つ
い
て

の
用
語
が
義
肢
採
型
法
（
Ｊ
1

2
9
〜
Ｊ
1
2
9-

4
）
に
整

理
さ
れ
、
フ
ッ
ト
イ
ン
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
採
型

が
2
0
0
点
と
し
て
明
瞭
化
さ

れ
た
。

　
手
術
で
は
、
関
節
脱
臼
非
観

血
的
整
復
術
（
Ｋ
0
6
1
）
の

各
項
目
が
そ
れ
ぞ
れ
増
点
さ
れ

た
。
鋼
線
等
に
よ
る
直
達
牽
引

の
初
日
観
血
的
に
な
さ
れ
た
場

合
（
Ｋ
0
8
3
）
は
6
1
0
点

増
点
さ
れ
、
3
6
2
0
点
と

な
っ
た
。
爪
甲
除
去
術
（
Ｋ
0

8
9
）
が
1
3
0
点
増
点
さ
れ

7
7
0
点
と
な
っ
た
ほ
か
、

ひ
ょ
う
疸
手
術
の
軟
部
組
織
の

も
の
（
Ｋ
0
9
0-

1
）
が
1

0
0
点
増
点
さ
れ
1
1
9
0
点

と
な
っ
た
。
一
方
で
、
四
肢
切

断
術（
Ｋ
0
8
4
）の
指（
手
・

足
）
3
3
3
0
点
が
削
除
さ

れ
、
今
後
は
断
端
形
成
術
（
Ｋ

0
8
6
・
Ｋ
0
8
7
）
の
指

（
手
・
足
）
で
算
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

　
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
実
施

計
画
書
の
作
成
が
、
リ
ハ
ビ
リ

開
始
後
原
則
と
し
て
7
日
以
内

に
作
成
す
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
、

作
成
時
お
よ
び
そ
の
後
3
月
に

1
回
、
患
者
ま
た
は
家
族
に
説

明
し
て
、
計
画
書
の
写
し
を
カ

ル
テ
に
添
付
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
ま
た
、
計
画
書
作
成
前
の

リ
ハ
ビ
リ
は
医
師
に
よ
る
も
の

ま
た
は
、
医
師
の
具
体
的
指
示

に
よ
る
も
の
の
み
算
定
可
と
さ

れ
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
改
定
項
目
は
見
当

た
ら
ず
、
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
か

ら
は
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
改
定
」

と
も
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今

回
の
改
定
に
沿
っ
て
診
療
業
務

に
勤
し
み
、
2
年
後
に
、
医
療

崩
壊
を
誘
導
す
る
よ
う
な
ド
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
改
定
で
な
く
適

正
な
改
定
を
獲
得
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
大
き
く
目
を
見

開
い
て
診
療
報
酬
獲
得
運
動
を

展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

在
宅
医
療
連
携
、 標
榜
科
目
の
偏
在
に
課
題

山
科
医
師
会
と
懇
談

2
月
20
日
　
山
科
医
師
会
館

出
席
者
11
人
で
開
催
さ

れ
た
山
科
医
師
会
と
の

懇
談

理
不
尽
な
短
期
滞
在
３
の
引
き
下
げ

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」 改
定
に
終
始

外
　
科 

副
理
事
長
　
林
　
一
資

整
形
外
科 

理
事
　
宇
田 

憲
司

診診 療療 報報 酬酬
改定こうみる

2020

4

改定関連書籍のご案内
診療報酬改定を詳説

下記の両書籍とも会員各位に１冊無料でお届けしてい
ますが、追加でご希望の場合は、協会事務局までお問
い合わせ下さい。グリーンペーパー№284（４月25日
発行）Ｐ38の申込書もご利用下さい。

社会保険診療提要
1 冊 4,860円
（税込・送料別）

新点数運用Q&A
レセプトの記載
1 冊 3,000円
（税込・送料別）
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　厚生労働省の医療計画の見直しに関する検討会では「外
来医療の機能分化」が論じられている。２月28日に開催さ
れた第18回検討会で厚労省が示した【検討の方向性】には
「実際に提供されている外来医療の機能に応じて、地域に
おいて、それぞれの医療機関が、どのような機能を発揮す
べきかという役割分担を明確化し、『かかりつけ医機能』を
担う医療機関から医療資源を重点的に活用する外来を担う
医療機関につないでいくなどの機能分化・連携」とある。
　注目したいのは「かかりつけ医機能」と「医療資源を重点
的に活用する外来を担う医療機関」という新たな二分法で
ある。

医療資源投入量で判断？
　数年来、国が進めてきた病床機能分化は、地域医療構想
によって具体化され、都道府県単位に地域へと持ち込まれ
た。一般病床・療養病床を有するすべての入院医療機関
は、自らの持つ病床の身の振り方の決定を求められ、高度急
性期・急性期・回復期・慢性期のいずれかの「機能」の選択
を迫られた。機能を区分する考え方に用いられたのは「医
療資源投入量」＝レセプト点数だった。そこから類推され
るのは、同様の考え方がかかりつけ医機能を担う外来医療
機関と医療資源を重点的に活用する医療機関の区分にも用
いられる可能性である。
　外来機能の明確化は、「全世代型社会保障検討会議中間
報告」（2019年12月19日）でも重要なキーワードである。「大
病院は充実した人員配置や施設設備を必要とする入院医療
や重装施設を活用した専門外来に集中し、外来診療は紹介
患者を基本とする。一般的な外来受診はかかりつけ医機能
を発揮する医療機関が担う方向を目指す」ⅰ。これが国の
構想する外来機能分化の基本と考えられる。

医療資源の重点的活用外来に３類型構想
　３月18日、新型コロナウイルス感染症の感染拡大で日本
中が脅威に晒される中、厚労省は第20回目の検討会を開催
した。そこでは外来機能の明確化について、「特に、医療
資源を重点的に活用する外来については、医療機関ごとに
その機能を明確化」。かかりつけ医機能については「質・量
の両面の向上を図る」検討方向を示した。
　その上で、医療資源を重点的に活用する外来について、
「仮に設定」した「類型」が示された。類型は三つに分けられ
る（表）。
　「仮」とはいえ、厚労省の意向が濃厚に表されたものとみ
るべきだろう。さらに検討会では実際にレセプト情報・特

定健診等情報データベース（NDB）（平成29年度）を用いた
分析を「仮」に行った結果が示されている（図１はその一例）。
　注意せねばならないのは、それが病院の外来だけを対象
とした政策ではない点である。無床・有床の診療所も分析
の対象となっているのである。
　そのことは何を示すのだろうか。

外来医療計画で外来機能分化と
外来数をコントロールする狙いか

　検討会資料には「2040年の医療提供体制を見据えた三つ
の改革」が示されている（図２ⅱ）。いわゆる「地域医療構想」
「働き方改革」「医師偏在対策」の三位一体の改革と呼ばれる
ものだが、外来医療の機能分化方針もこの枠組みの中で考
えられていることがわかる。「医療資源の最適配置」、「地
域および診療科の医師偏在対策」と「総合診療専門医の確保
等のプライマリ・ケアへの対応」といった文言を組み合わ
せていけば、国の目指す方向はおぼろであれ、見えてくる
のではないか。
　２月28日の検討会資料では「地域における外来医療の不
足・偏在等への対応」として、2018年の医療法改正で医師
確保計画と併せて「外来医療計画」を医療計画の記載事項に
追加。外来医師偏在指標によりランキングした上位33.3％
の二次医療圏を外来医師多数区域とし、同区域での開業に
事実上の開業規制を設けたことを解説。ただし、その仕組
みの不十分さを次のように指摘する。「外来医療計画は、
無床診療所の都市集中等の対応のため、地域の外来医師の
相対的な不足・偏在を可視化・解消しようとする、医師偏
在解消の観点からの試みの第一歩である」「このため、外来
医師偏在指標は、地域の外来医療ニーズなどを踏まえた診
療所医師のマンパワーの量を単一の機能と捉えて設定され
ており、医療機関が地域で担っている具体的な外来機能が
十分に反映・明確化されているものではない」。
　ここから推測されるのは、厚労省が地域医療構想による
病床機能分化、病床数コントロールを行っているのと同
様、外来医療計画を使い、病院・診療所の外来機能分化と
外来数（診療所においては医療機関数）のコントロールを
狙っているということである。

外来医療見直しは開業医医療の見直しに
　であれば少なくとも二つの手法が予測可能である。
　一つめは、外来医療計画の枠組を使い、「医療資源を重
点的に活用する外来」と「かかりつけ医機能の外来」の偏在
指標を作成し、各々の「多数区域」を設定することである。

　二つめは、先
に示した医療資
源を重点的に活

表
類型①　 医療資源を重点的に活用する入院の前後の外来
・ Ｋコード（手術）を算定
・ Ｊコード（処置）のうちＤＰＣ入院で出来高算定でき
るものを算定
・Ｌコード（麻酔）を算定
・ＤＰＣ算定病床の入院料区分
・短期滞在手術等基本料２、３を算定
類型②　高額等の医療機器・設備を必要とする外来
・外来化学療法加算を算定
・外来放射線治療加算を算定
・短期滞在手術等基本料１を算定
・ Ｄコード（検査）、Ｅコード（画像診断）、Ｊコード
（処置）のうち地域包括診療料において包括範囲外と
されているもの
・Ｋコード（手術）を算定
・Ｎコード（病理）を算定
類型③　 特定の領域に特化した知見を有する医師・医

療人材を必要とする外来
・ウイルス疾患指導料を算定
・難病外来指導管理料を算定
・ 診療情報提供料Ⅰを算定した30日以内に別の医療機
関を受診した場合、当該「別の医療機関」の外来

用する外来の類型をさらに専門科別に細分化し、専門科単
位で「必要外来医療機関数」のようなものを設定。新専門医
制度における専門科別シーリング等の既存の仕組を用いて
コントロールすることである。そうなれば、「かかりつけ
医機能」に該当する専門科が総合診療専門医だとの議論に
なるのは必至であり、協会が早い段階から指摘しているよ
うに、従来型の自由開業制・出来高払いで地域の医療を保
障してきた開業医と総合診療専門医の置き換えが進むこと
になりはしないだろうか。
　以上のように、外来医療の見直し議論は、開業医医療の
見直しにつながるものになる危険性が高い。今後も注視
し、現場医師の立場からの批判的意見をあげていく必要が
ある。
　だが今日、すべての医療者は新型コロナウイルス感染症
との闘いの最中にある。開業医は防御もなく感染症との対
峙を求められている実情であり、そうした現場の奮闘を無
視し、いまだ「コロナ以前」からの政策を推し進めようとし
ている国のあり方自体が許されるものではない。

ⅰ 第18回医療計画の見直しに関する検討会　資料１　３頁　　　　　
ⅱ 同上　資料２　12～13頁

政
策
解
説

厚労省、外来医療の機能分化で方向性示す
かかりつけ医機能と医療資源重点的に活用する外来担う医療機関の二分法

図１

図２
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運
転
資
金
の

 

手
数
料
も
無
料
に 設備資金、子弟教育資金、自由ローン（使途自由）もあります。いずれも低利で斡旋しています。

京都府保険医協会までお問い合わせ下さい。

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い医業経営をさらにバックアップします

保険医協会の制度融資をご活用下さい
キャンペーンを 6 月以降も継続

新規開業資金
期　間：20年
限度額：1 億円
斡旋手数料：無料
（2021年 5 月委員会申込分まで）

運転資金 期　間：1 年（短期）
 3 年（中期）
 5 年（長期） 以内
限度額：1,000万円
斡旋手数料：無料
（2020年11月委員会申込分まで）

利率
0.6％

利率
0.3％

京都
銀行
取扱い

配当金 26.34%（2018年実績）
※ 数字は年間保険料に対する割合です。

グループ保険

● 申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます（年齢により加入できる保険金額は異な
ります）。

●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資格を満たす限り保険年齢75歳まで。
● 配偶者は3,000万円まで、 お子様 （ 3 ～22歳） は400万円まで加入できます。
● １年ごとに収支計算を行い、 剰余金が生じた場合は、 配当金を受け取れます。
※保険医共済会への入会 （入会金1,000円） が必要です。

2019年から 掛金が安くなりました。
 会員の最高保険金額も6,000万円に。

生命保険
※ 毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月
後の 1 日から。

年会費
永久無料

◆ 万が一、 事故やケガ、 病気で 「就労不能」 状態に
なったとき入院中だけでなく自宅療養でも

一番必要なのは休業中の収入補償 !

休業補償制度

医院の維持・継続に最適 !

所得減少リスクを
カバーする保険として
最適です。

健
康
時
の
所
得

２
カ
月
間
診
療
報
酬

窓
口

２
カ
月
後
診
療
報
酬
も

健
康
時
の
所
得
に
回
復

傷病手当金

仕事復帰事故で入院！

（所得補償保険）

年会費
永久無料永久無料

ＤＣゴールドカード
　京都クレジットサービス㈱と提携して
いるゴールドカードは、京都府保険医協
会の会員は個人・家族・法人カードとも
年会費は永久無料です。
　有利な特典も備えております。ぜひお
申込みをご検討下さい。

保 険 医 年 金

1.259％予定利率（最低保証利率）
2020年1月1日現在

※18年度配当実績 1.444％

他の資金運用商品に比べても
高水準を維持 ! 

大樹生命（幹事）・明治安田生命・富国
生命・日本生命・太陽生命・第一生命

引受保険会社

4月1日～6月20日まで
※2020年 9 月 1 日付加入

申込受付

加入
資格

（新規加入の場合40口上限まで可能）

月　払 1口 1 万円 30口限度（月30万円）

一時払 1口50万円 毎回20口上限まで（1,000万円）
加入
口数

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

前半期 募集中!!

協会ホームページ https://healthnet.jp/

協会行事の延期・中止のご連絡は
随時、協会ホームページに掲載します
　新型コロナウイルスの対応で協会行事が中止になった場合は、速やかに協会ホーム
ページの新着情報に「新型コロナウイルスの感染拡大に伴う京都府保険医協会の会合
中止情報」として掲載、更新しています。ご確認下さい。

ご確認下さい

加入者が新型コロナウイルスに感染し休業した場合は保険の対象です

所得補償保険があれば
…

毎月
給付

毎月
給付

毎月
給付
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お申し込み・お問い合わせは 京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで



在
宅
自
己
導
尿
指
導
管
理
料
と
特
殊
カ
テ
ー
テ
ル

加
算
に
つ
い
て

救命救急対策に
救急蘇生モデルの
ご活用を

対　　象：京都府保険医協会会員
 ※原則として取りに来ていただける方

期　　間：10日間
 ※ 希望多数の場合、早めにご返却いた

だくことがあります

貸出モデル：CPR対応訓練用モデル 
 （除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

貸 出 要 領

　協会では、医
療安全対策の一
環として医療機
関向けに除細動
のトレーニング
にも対応できる
救急蘇生モデルの貸し出しを行っていま
す。院内や院外での除細動器を使った実践
的なＣＰＲトレーニングにご活用下さい。

CPR対応訓練用モデル

貸
出
無
料

医師が選んだ60事例医師が選んだ60事例
～明日は我が身

定価 3,000円
京都協会会員 1,000円
他府県協会会員 2,000円
※いずれも税込、送料別

医事紛争事例集

無料相談協会の 法 律

税 務
建 築

金 融
雇 用 管 理

廃棄物処理

◇会員の希望される専門家をご紹介します
◇随時、 必要な時に相談できます
  ご都合の良い日を各種専門家と 
日程調整します
◇相談は無料 （ただし、１事案１回限り）

※ １事案につき１回
の無料相談を超え
てのご相談は、個
別相談に移行し有
料になります

詳細は協会まで
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3
月
初
め
、
あ
る
全
国
紙
の
新

型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
記
事
の
書
き

方
が
気
に
な
り
、
電
話
と
メ
ー
ル

で
意
見
を
伝
え
た
こ
と
が
あ
る
。

　
一
面
ト
ッ
プ
で
、
人
の
密
集
を

避
け
る
よ
う
安
倍
首
相
が
対
策
本

部
の
会
合
で
国
民
に
求
め
た
と
い

う
記
事
。「
1
人
が
12
人
に
感
染

さ
せ
た
例
が
あ
っ
た
」「
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
の
事
例
で
は
1
人
が
9
人

に
感
染
を
広
げ
て
い
た
」
と
い
っ

た
記
述
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

　
端
的
に
伝
え
た
い
気
持
ち
は
わ

か
る
が
、「
感
染
さ
せ
た
」「
う
つ

し
た
」
な
ど
と
、
人
間
を
主
語
に

し
て
、
意
思
を
伴
う
能
動
態
や
使

役
形
で
書
く
の
は
ま
ず
い
。

　
故
意
で
な
い
か
ぎ
り
、「
感
染

し
た
」「
う
つ
っ
た
」と
い
う
ふ
う

に
、
客
観
的
現
象
と
し
て
病
気
を

主
語
に
し
て
書
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
細
か
な
言
い
回
し
の
違
い
で
は

あ
る
が
、
感
染
さ
せ
る
と
い
う
表

現
は
、
加
害
者
と
被
害
者
と
い
う

意
識
を
生
む
。
被
害
者
は
直
ち
に

加
害
者
に
な
り
う
る
の
で
、
不
幸

に
も
病
気
に
な
っ
た
人
が
攻
撃
さ

れ
る
。
対
立
の
構
図
は
分
断
、
憎

悪
、
排
斥
に
つ
な
が
る
。

　
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
発
症
し
た
有

名
人
や
ク
ラ
ス
タ
ー
に
関
係
し
た

人
を
責
め
る
言
動
が
飛
び
交
っ
て

い
る
。
実
生
活
で
も
、
医
療
従
事

者
と
そ
の
家
族
が
嫌
が
ら
れ
る
、

他
の
地
域
か
ら
来
た
人
が
事
情
と

関
係
な
く
白
い
目
で
見
ら
れ
る
と

い
っ
た
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

　
見
え
な
い
病
原
体
、
死
ぬ
か
も

し
れ
な
い
病
気
が
怖
い
の
は
当
然

で
、
自
己
防
衛
的
な
反
応
は
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
組
み
込
ま
れ
た
本
能
と
も
言

え
る
。
他
者
へ
の
攻
撃
は
不
安
と

恐
怖
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
相
当
に
意
識
的

に
取
り
組
ま
な
い
と
、
い
が
み
合

い
が
増
幅
す
る
。
一
部
の
人
を
な

じ
る
の
は
団
結
で
は
な
い
。
感
染

者
が
非
難
・
差
別
さ
れ
た
ら
、
怖

く
て
受
診
で
き
ず
、
よ
け
い
に
感

染
が
広
が
っ
て
し
ま
う
。

　
報
道
、
行
政
、
医
療
、
教
育
、

福
祉
な
ど
の
関
係
者
は
、
表
現
に

デ
リ
ケ
ー
ト
で
あ
り
た
い
。

　
最
も
重
要
な
の
は
政
治
リ
ー

ダ
ー
の
言
葉
だ
。
対
策
へ
の
協
力

を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
対
立
や

差
別
を
防
ぐ
語
り
か
け
を
積
極
的

に
何
回
も
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
点
で
は
メ
ル
ケ
ル
独
首
相

の
評
価
が
高
い
。
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
、
そ
し
て
安
倍
首
相
、
麻
生

副
総
理
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
公
衆
衛
生
の
権
力
的
な
側
面
に

も
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

　
歴
史
的
に
は
天
然
痘
、ペ
ス
ト
、

コ
レ
ラ
、
結
核
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
が
人
間
の
移
動
と
交
流
、

工
業
化
、
人
口
集
中
、
貧
困
な
ど

を
背
景
に
猛
威
を
ふ
る
っ
た
。

　
公
衆
衛
生
と
い
う
科
学
の
登

場
、
栄
養
状
態
の
向
上
、
ワ
ク
チ

ン
、
治
療
薬
な
ど
で
克
服
さ
れ
て

き
た
病
気
も
あ
る
。

　
だ
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
で
は
感
染

リ
ス
ク
が
解
消
し
て
か
ら
も
隔
離

が
続
け
ら
れ
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
出
現

す
る
と
感
染
者
が
差
別
排
斥
さ
れ

た
。
感
染
症
で
は
な
い
が
、
優
生

保
護
法
に
よ
る
不
妊
強
制
、
精
神

障
害
者
の
隔
離
収
容
も
、
健
康
向

上
や
社
会
防
衛
の
意
識
か
ら
、
医

師
と
衛
生
行
政
が
主
導
し
た
。

　
ナ
チ
ス
は
国
民
の
健
康
向
上
に

力
を
入
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
多

数
の
障
害
者
を
抹
殺
し
た
。

　
公
衆
衛
生
の
役
割
と
功
績
は
大

き
い
が
、
管
理
統
制
の
欲
求
が
つ

き
ま
と
い
、
一
歩
間
違
え
る
と
排

除
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
。

　
社
会
の
状
況
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
欠
か
せ
な
い
と
し
て
も
、
一
部

の
人
を
犠
牲
に
し
な
い
と
い
う
理

念
を
し
っ
か
り
掲
げ
た
い
。

　
人
類
が
「
共
同
体
」
と
い
う
意

識
を
持
て
る
か
ど
う
か
が
試
さ
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
70
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
転
倒
し
て
外
傷
性
の
硬
膜
下

血
腫
を
発
症
し
た
。
Ａ
医
療
機

関
で
手
術
が
施
行
さ
れ
た
が
、

左
片
麻
痺
・
高
次
脳
機
能
障
害

が
残
存
し
た
。
そ
の
後
、
Ｂ
医

療
機
関
を
は
じ
め
複
数
の
医
療

機
関
で
療
養
を
継
続
し
て
い
た

が
、
こ
の
度
本
件
の
医
療
機
関

に
入
院
と
な
っ
た
。
経
過
中
に

右
上
腕
骨
々
幹
部
骨
折
が
発
見

さ
れ
た
。
な
お
、患
者
は
発
語

困
難
で
、胃
瘻
も
造
設
し
て
お

り
、
陰
部
や
胃
瘻
を
触
っ
た
り

す
る
の
で
、
家
族
の
希
望
に
よ

と
こ
ろ
、
右
上
腕
は
左
上
腕
よ

り
太
く
、
腫
脹
が
あ
る
よ
う
に

も
見
え
た
が
、
患
者
は
苦
痛
の

表
情
を
見
せ
な
か
っ
た
。
外
表

に
挫
創
も
な
く
出
血
斑
も
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
念
の
た

め
、
翌
日
に
Ｘ
線
検
査
を
し
た

と
こ
ろ
、
骨
折
と
診
断
さ
れ

た
。
骨
折
の
原
因
と
し
て
外
力

が
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
は

確
か
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
機
序

で
骨
折
し
た
の
か
は
や
は
り
不

明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
患
者

側
か
ら
は
明
瞭
に
賠
償
請
求
を

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

骨
折
に
関
し
て
医
療
機
関
側
の

責
任
を
問
う
様
子
が
窺
わ
れ

た
。
な
お
、
念
の
た
め
、
警
察

に
事
故
報
告
を
し
た
と
の
こ
と
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

Ｘ-

Ｐ
フ
ィ
ル
ム
を
見
る

と
、
右
上
腕
骨
は
骨
粗
鬆
症
が

高
度
で
、
骨
折
は
斜
骨
折
で
、

明
ら
か
に
回
旋
性
外
力
に
よ
る

も
の
と
推
定
で
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
ど
の
時
点
で
骨
折
を

き
た
し
た
の
か
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
少
な
く
と

も
医
療
機
関
側
の
何
ら
か
の
行

為
で
骨
折
を
き
た
し
た
と
の
経

緯
は
明
ら
か
で
な
い
。
家
族
が

患
者
に
着
替
え
を
さ
せ
た
際
に

骨
折
と
な
っ
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
医

り
、
ミ
ト
ン
を
用
い
て
右
手
を

30
㎝
〜
40
㎝
動
か
せ
る
程
度

に
、
拘
束
し
て
い
た
経
緯
が
あ

る
。

　
骨
折
が
診
断
さ
れ
た
日
の
前

日
の
経
過
と
し
て
、
見
舞
い
に

来
て
い
た
患
者
の
妻
が
夕
刻
に

着
替
え
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
痛

み
を
訴
え
る
表
情
を
示
し
、
右

上
腕
の
腫
脹
が
見
ら
れ
た
と
指

摘
し
た
。
看
護
師
が
確
認
し
た

骨
折
に
至
る
経
過
が
不
明
だ
と
…

医
師
が
選
ん
だ

医
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対
立
と
排
除
を
生
ま
な
い
た
め
に

療
機
関
側
の
過
失
を
特
定
で
き

な
い
以
上
は
、
賠
償
責
任
が
あ

る
と
判
断
で
き
な
か
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
過
誤
を
認
め

な
か
っ
た
が
、
装
具
代
を
支
払

う
こ
と
で
患
者
側
の
納
得
を
得

た
。

い
た
。
こ
れ
は
従
来
、
在
宅
自

己
導
尿
指
導
管
理
料
に
含
ま
れ

て
い
た
セ
フ
テ
ィ
カ
テ
や
Ｄ
Ｉ

Ｂ
マ
イ
セ
ル
フ
カ
テ
ー
テ
ル
に

つ
い
て
4
0
0
点
と
し
て
算
定

し
て
良
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
Ａ
、
そ
の
通
り
で
す
（
当
会

3
月
25
日
発
行
『
診
療
所
向
け

常
用
点
数
表
』
で
改
定
点
が
反

映
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
留
意
下
さ
い
）。
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京都府保険医協会 創立70周年記念出版

開業医医療崩壊の
危機と展望
これからの日本の医療を支える
若き医師たちへ
京都府保険医協会

　国際的に見れば、日本の「保険証」はプラチ
ナ・カードである。どうすれば、そんなことが
可能なのかと外国の研究者は言う。しかし、海
外からの評価の高まりと同時に、崩壊の危機も
深まっている。いかに立ち向かうか。
　「開業医」とは勤務医の対概念ではなく、「市
民の医者」であり、「開業保険医」とは「社会保障を推
進する市民の医者」である。これまでの実績を踏まえ
て、「誇り」を持って対処すべき指針を示した力作。

 野村　拓 （元大阪大学医学部助教授医療政策史研究者 ）



　
血
圧
脈
波
検
査
は
、
動
脈
の
硬

さ
と
狭
窄
・
閉
塞
の
二
つ
の
指
標

を
同
時
に
測
定
す
る
検
査
で
あ

り
、
臨
床
で
は
役
に
立
つ
検
査
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
糖
尿
病
と
高
血
圧
で
通
院
さ
れ

て
い
る
七
十
歳
代
の
女
性
で
あ

る
。
活
発
な
方
で
旅
行
に
も
よ
く

行
っ
て
お
ら
れ
た
。

　「
最
近
も
旅
行
に
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
か
」

　「
い
い
え
、
最
近
は
行
く
の
が

お
っ
く
う
で
」

　「
ど
う
し
て
な
の
で
す
か
」

　「
少
し
歩
く
と
足
が
動
か
な
く

な
る
の
で
す
」

　「
で
、
休
む
と
戻
る
の
で
す
か
」

　「
そ
う
で
す
。
よ
く
ご
存
じ
で
」

　
典
型
的
な
間
歇
跛
行
で
は
な
い

か
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
か
も
と
思
い
な

が
ら
、
血
圧
脈
波
検
査
を
実
施
し

た
。
実
は
診
察
時
に
、
こ
の
検
査

を
す
る
の
は
時
間
が
か
か
る
の
で

嫌
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
事
例
で
は
仕
方
な
い
。
そ

の
結
果
を
見
て
驚
い
た
。
左
下
肢

の
狭
窄
・
閉
塞
の
指
標
が
極
度
に

悪
い
。
ど
こ
か
で
手
順
を
間
違
っ

た
の
か
、
マ
ン
シ
ェ
ッ
ト
の
巻
き

方
が
悪
か
っ
た
の
か
と
疑
っ
た
く

ら
い
で
あ
る
。

　
早
速
、
結
果
を
持
た
せ
て
病
院

に
紹
介
し
た
。
3
Ｄ
―
Ｃ
Ｔ
検
査

や
血
管
造
影
で
動
脈
閉
塞
が
確
か

め
ら
れ
て
、
血
管
内
治
療
を
受
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。
血
管
内
治
療

で
間
歇
跛
行
が
な
く
な
り
、
ま
た

旅
行
に
行
け
る
と
、
患
者
さ
ん
か

ら
す
ご
く
感
謝
さ
れ
た
。

　
こ
の
症
例
が
あ
っ
て
か
ら
血
圧

脈
波
検
査
が
役
に
立
つ
こ
と
を
実

感
し
て
、
同
じ
よ
う
な
症
状
の
患

者
さ
ん
に
は
利
用
し
て
い
た
。

　
も
ち
ろ
ん
健
康
保
険
の
点
数
が

付
い
て
い
る
。
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査

（
3
〜
4
誘
導
）
1
3
0
点
で
レ

セ
プ
ト
請
求
し
て
、
数
年
間
は
レ

セ
プ
ト
が
返
戻
さ
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
数
年
前
の
話
で
あ

る
が
、
あ
る
月
に
実
施
し
た
数
人

分
の
検
査
が
、
す
べ
て
30
点
減
点

さ
れ
た
。
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
で
は

な
く
血
管
伸
展
性
検
査
1
0
0
点

で
請
求
す
る
よ
う
に
と
補
正
査
定

さ
れ
減
点
と
な
っ
た
。
心
電
図
、

心
音
図
、
血
圧
を
測
定
し
て
い
る

の
だ
か
ら
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
3
誘

導
で
間
違
い
な
い
。
そ
の
上
、
2

0
0
6
年
に
京
都
府
の
国
保
診
療

報
酬
審
査
委
員
会
で
ポ
リ
グ
ラ
フ

検
査
（
3
〜
4
誘
導
）
と
確
認
さ

れ
て
い
て
変
更
に
な
っ
た
と
の
連

絡
も
な
か
っ
た
。
血
管
伸
展
性
検

査
と
言
え
ば
、
指
先
を
セ
ン
サ
ー

に
入
れ
る
だ
け
の
容
積
脈
波
や
加

速
度
脈
波
検
査
の
よ
う
な
簡
易
検

査
で
あ
る
。

　
何
か
の
事
務
的
間
違
い
に
違
い

な
い
と
思
い
、
詳
細
に
理
由
を
記

載
し
て
再
審
査
請
求
書
を
提
出
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
あ
る
日
、
午
前
の

診
療
が
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
い

る
と
国
保
連
合
会
か
ら
電
話
が

あ
っ
た
。
自
院
の
事
務
が
何
か
の

問
い
合
わ
せ
を
し
た
報
告
だ
ろ
う

と
思
い
な
が
ら
電
話
に
出
た
。

　「
先
日
の
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
の

こ
と
で
、
再
審
査
請
求
を
出
さ
れ

ま
し
た
ね
」

　「
え
え
。
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
で

査
定
さ
れ
た
も
の
で
。
何
か
の
事

血
圧
脈
波
検
査

務
の
間
違
い
と
思
い
、
再
審
査
請

求
を
出
し
ま
し
た
」

　「
い
い
え
、
今
月
の
審
査
か
ら

は
血
圧
脈
波
検
査
は
ポ
リ
グ
ラ
フ

検
査
で
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
血
管
伸
展
性
検
査

の
扱
い
に
な
っ
た
の
で
す
」

　「
心
電
図
、
心
音
図
、
血
圧
を

つ
け
て
検
査
を
し
て
い
る
の
だ
か

ら
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
3
誘
導
な
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　「
そ
れ
は
そ
う
な
の
で
す
が
。

滋
賀
県
で
は
以
前
か
ら
血
管
伸
展

性
検
査
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

　「
滋
賀
県
が
そ
う
だ
と
言
っ

て
、
京
都
府
も
そ
う
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
か
」

　「
い
や
、
そ
う
す
る
必
要
も
な

い
の
で
す
が
。
血
管
伸
展
性
検
査

は
、
こ
の
検
査
の
た
め
に
設
け
ら

れ
た
点
数
の
よ
う
な
の
で
す
」

　「
厚
生
労
働
省
か
ら
指
導
が

あ
っ
た
の
で
す
か
」

飯田 泰啓（相楽）察
室 話よもやま
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　「
い
い
え
、
特
に
厚
労
省
か
ら

言
っ
て
き
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」

　「
忖
度
な
の
で
す
か
？
　
ポ
リ

グ
ラ
フ
検
査
の
ま
ま
で
よ
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」

　「
そ
う
も
い
か
な
い
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
の
な

ら
、
先
生
が
厚
労
大
臣
に
な
っ
て

も
ら
う
よ
り
他
な
い
で
す
ね
」

　
レ
セ
プ
ト
請
求
に
は
い
つ
も
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
あ
る
月
か
ら
突
然
に
基
準
が

変
更
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
も

困
っ
た
も
の
で
あ
る
。
野
球
の
試

合
途
中
で
、
あ
る
バ
ッ
タ
ー
か
ら

ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
が
変
更
に

な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
納
得
で
き

な
い
。
せ
め
て
、
診
療
報
酬
請
求

の
ル
ー
ル
が
変
更
に
な
る
と
き
に

は
、
事
前
に
通
知
し
て
ほ
し
い
と

思
う
の
は
手
前
勝
手
で
あ
ろ
う

か
。

　
協
会
は
、「
山
背
古
道
に
遊
ぶ
」
と
題
し
た
環
境
ハ
イ
キ

ン
グ
を
3
月
15
日
に
開
催
し
た
。
参
加
者
は
17
人
。
当
日
は

曇
り
で
少
し
肌
寒
か
っ
た
が
、
桜
や
菜
の
花
、
ハ
ク
モ
ク
レ

ン
、
コ
ブ
シ
な
ど
が
咲
い
て
お
り
、
春
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て

い
た
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

山
背
古
道
で

　
　

 

環
境
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
医
療
法
人
末
廣
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
　

石
田 

亜
喜
（
西
京
）

山
沿
い
の
遊
歩
道
で
春
満
喫

　
山
背
古
道
は
城
陽
市
か
ら
木

津
川
市
を
結
ぶ
山
沿
い
の
遊
歩

道
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
古
代

か
ら
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
よ
う

で
、
今
も
寺
社
、
古
墳
な
ど
の

遺
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
井
手
町
の
玉
水
駅
か
ら
、

城
陽
駅
ま
で
を
歩
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
少
し
寒
か
っ
た
の
で

す
が
、
天
気
も
よ
く
、
ハ
イ
キ

ン
グ
日
和
。
玉
水
駅
を
で
て
、

し
ば
ら
く
行
く
と
玉
川
の
堤
に

で
ま
す
。
川
に
沿
っ
て
上
流

に
。
堤
に
は
桜
、
山
吹
が
植
え

ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花

の
咲
く
頃
に
も
来
て
み
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
早
咲
き
の
桜
が
咲
く
椿
坂
、

小
野
小
町
終
焉
の
地
と
伝
え
ら

れ
る
小
町
塚
を
経
て
、
今
日
一

番
の
坂
？
を
上
る
と
地
蔵
禅
院

（
曹
洞
宗
）
が
あ
り
ま
し
た
。

境
内
は
生
駒
山
な
ど
も
見
え
る

眺
め
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。
江

戸
時
代
に
植
え
ら
れ
た
枝
垂
れ

桜
は
、
円
山
公
園
の
先
代
の
桜

の
親
株
だ
そ
う
で
す
。

　
急
な
石
段
を
さ
ら
に
階
段
を

登
る
と
玉
津
岡
神
社
。
本
殿
は

京
都
府
登
録
文
化
財
、
鎮
守
の

森
は
文
化
財
環

境
保
全
地
区
と

な
っ
て
い
ま

す
。
急
な
坂
を

下
り
、
山
吹
ふ

れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
前
で
少
し

休
憩
。
シ
ョ
ー

ト
カ
ッ
ト
組
と

別
れ
て
、
竹
林

の
あ
い
だ
の
道

へ
。
竹
林
の
手

入
れ
な
の
か
、

竹
を
燃
や
し
て

い
て
、
時
折

パ
ー
ン
と
大
き
な
音
が
鳴
り
響

い
て
い
ま
し
た
。
谷
川
ホ
タ
ル

公
園
、
高
神
社
に
は
寄
ら
ず
、

山
背
古
道
を
少
し
離
れ
て
歩

き
、
い
つ
の
間
に
か
城
陽
市
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
再
び
山
背
古
道
に
戻
り
、
旧

市
辺
村
の
産
土
神
、
市
辺
天
満

神
社
で
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
組
と

無
事
に
合
流
。
境
内
で
昼
食
を

と
り
ま
し
た
。
梅
ま
つ
り
の
中

止
で
寂
し
い
青
谷
梅
林
、
城
陽

五
里
五
里
の
丘
を
通
り
、
友
愛

の
丘
で
休
憩
。
丘
を
下
り
て
、

再
び
緩
い
け
れ
ど
も
長
い
坂
を

上
り
城
陽
総
合
運
動
公
園
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
公
園
は
驚

く
ほ
ど
大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
公
園
の
中
の
急
な
階
段
を

登
っ
て
し
ば
ら
く
行
く
と
、
鴻

ノ
巣
山
の
展
望
台
が
あ
り
ま
し

た
。
天
気
が
良
け
れ
ば
眺
め
が

よ
い
の
で
す
が
、
に
わ
か
雨
に

遭
い
、
東
屋
で
し
ば
し
雨
宿
り

休
憩
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
を
下
り
て
、
旧
寺
田
村
の

産
土
神
、
水
度
神
社
へ
。
長
い

参
道
が
あ
り
、
本
殿
は
国
の
重

要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
境
内
で
休
憩
し
て
、

ゴ
ー
ル
の
城
陽
駅
に
到
着
し
ま

し
た
。

　
山
背
古
道
は
、
道
標
な
ど
が

整
備
さ
れ
て
い
て
、
歩
き
や
す

い
道
で
し
た
。
花
の
シ
ー
ズ
ン

な
ん
か
に
は
、
も
っ
と
楽
し
め

る
と
思
い
ま
す
。
落
ち
つ
い
た

ら
、
歩
い
て
み
て
下
さ
い
。

　
訂
正　
本
紙
3
0
7
1
号
の

会
員
連
載
「
診
察
室
よ
も
や
ま

話
」
の
送
り
番
号
が
14
回
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
15
回
で
す
。

　

ま
た
、
3
0
7
2
号
2
面

「
1
面
の
つ
づ
き
」
の
7
段
、

右
か
ら
9
行
目
「
社
会
学
系
専

門
医
」
は
、
正
し
く
は
「
社
会

医
学
系
専
門
医
」
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
結
果

下
京
東
部

　
下
京
東
部
医
師
会
選
出
の

代
議
員
・
予
備
代
議
員
欠
員

に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数

は
定
数
以
内
で
し
た
の
で
、

京
都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規

定
第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、

投
票
を
行
わ
ず
立
候
補
者
を

も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま

し
た
。
任
期
は
2
0
2
1
年

4
月
30
日
ま
で
。 （
敬
称
略
）

　
代
議
員

　
　
　
　
　
深
江 

英
一

　
　
　
　
　
前
田 

眞
里

　
　
　
　
　
粟
野 

雄
大

　
予
備
代
議
員

　
　
　
　
　
岸
本 
和
隆

　４月22日、24日、「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて」そ

の13、その14が出されました。特に通院・在宅精神療法を実施されている先生は「その13」の�

１を、在宅医療を実施されている先生は「その14」の�問４を必ずご確認下さい。その13（2020年４月22日発出）問１　対面診療において、精神科を担当する医師が一定の治療計画のもとに精神療法を継続的に行い、通院・在宅精神療法を算定していた患者に対して、電話や情報通信機器を用いた診療においても、当該計画に基づく精神療法を行う場合は、どのような取扱いとなるか。答１　新型コロナウイルスの感染拡大を防止する観点から、精神疾患を有する定期受診患者に対して、電話や情報通信機器を用いた診療及び処方を行う場合であって、電話や情報通信機器を用いた診療を行う以前より、対面診療において精神科を担当する医師が一定の治療計画のもとに精神療法を継続的に行い、通院・在宅精神療法を算定していた患者に対して、電話や情報通信機器を用いた診療においても、当該計画に基づく精神療法を行う場合は、B000特定疾患療養管理料の「２　許可病床数が100床未満の病院の場合」の147点を月１回に限り算定できることとする。問２　現在、保険医療機関において特別入院基本料を算定している間は、一部の特定入院料を除き、例えば特定集中治療室管理料やハイケアユニット入院医療管理料等の特定入院料は算定できない。　　一方で、「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その12）」（令和２年４月18日付事務連絡）において、新型コロナウイルス感染症患者の受入れのために、特定集中治療室管理料等と同等の人員配置とした病棟において、それぞれの入院料に係る簡易な報告を行うことにより、該当する入院料を算定することができること

イルス感染症患者の受入れに対応している場合について、簡易な報告を行うことにより、特定集中治療室管理料等を算定できるか。答２　算定できる。

その14（2020年４月24日発出）問１　小児科外来診療料及び小児かかりつけ診療料の施設基準の届出を行っている保険医療機関において、６歳未満の乳幼児又は未就学児に対して、初診から電話や情報通信機器を用いた診療により診断や処方をする場合について、どのように考えればよいか。答２　初診料の注２に規定する214点を算定する。なお、この場合において、診断や処方をする際は、「新型コロナウイルスの感染拡大に際しての電話や情報通信機器を用いた診療等の時限的・特例的な取扱いについて」（令和２年４月10日厚生労働省医政局医事課、医薬・生活衛生局総務課事務連絡）や別紙における留意点等を踏まえ、適切に診療を行う。また、その際、医薬品の処方を行い、又はファクシミリ等で処方箋情報を送付する場合は、調剤料、処方料、処方箋料、調剤技術基本料、又は薬剤料を算定することができる。問２　保険医療機関において検査等を実施し、後日、電話や情報通信機器を用いて、検査結果等の説明に加えて、療養上必要な指導や、今後の診療方針の説明等を行った場合、電話等再診料を算定できるか。答２　算定できる。
問３　新型コロナウイルスの感染症患者（新型コロナウイルス感染症であることが疑われる患者を含む）に対して、往診等を実施する場

第3073号付録①

2020年（令和２年）５月10日　毎月10日・25日発行

京都保険医新聞

京都府保険医協会・保険部会だより
号外 （2020年５月）

　４月22日、24日、「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて」そ
」の�

該当する入院料を算定することができること

イルス感染症患者の受入れに対応している場合について、簡易な報告を行うことにより、

　小児科外来診療料及び小児かかりつけ診療料の施設基準の届出を行っている保険医療機関において、６歳未満の乳幼児又は未就学児に対して、初診から電話や情報通信機器を

患者を含む）に対して、往診等を実施する場

　毎月10日・25日発行

京都府保険医協会・保険部会だより
（2020年５月）

市
辺
天
満
宮
で
記
念
撮
影

　「私のすすめる…」で
は、本・映画・音楽等、
新旧ジャンルを問わず、
心に残った作品紹介の
投稿を募集しています。
800字以内。掲載後、 
図書カード（3,000円）
を贈呈します。

募集中

本紙通常号
でも投稿を

協会ホームページ 随時更新中 !

協会の
主張はここで
見られます！

　４月24日に発出された「新型コロナウイル
ス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱
いについて（その14）」
の全内容を、グリー
ンペーパー臨時号と
して本号に同封しま
す。なお、27日に入
院外に関する内容を
ピックアップの上、会
員各位へファクスに
てお送りしています。

新型コロナに係る
診療報酬上の臨時取扱い

その14

2 0 2 0 年 (令和 2年) 5 月 1 0 日第 3 0 7 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行
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